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平成３０年 第２回（３月）志免町議会定例会一般質問通告書 

※傍聴の皆様へ 

質問時間とは議員の発言時間となります、町長等の答弁時間を含めると 1 人の一般質問にかかる時間は 30 分以上となります。 

通 告 順 

番号 質問者 質問時間 件    名 要    旨 具 体 的 質 問 内 容 
質問の 

相手 

１ 二宮美津代 ３０分 

１．住宅セーフテ

ィネット制度。 

 

 

 

 

 

２．まちづくり施

策への子ども

参加。 

(１）制度の活用。 

 

 

 

 

 

 

(１）子ども・若者の力をま

ちづくりに活かす取り組

み。 

① ２０１７年４月に改正住宅セーフティネット法が成立し１０月

２５日施行された。高齢者・低所得者・子育て世帯等の住宅確保

要配慮者の入居を拒まない賃貸住宅や空き家の活用が求められ

ている。 

 ⅰ 住宅確保要配慮者の住宅確保への現状と課題。 

 ⅱ 制度活用に向けた対応。 

 

① 子ども・若者参加の仕組みづくり。 

② 子ども・若者の意見をまちづくりにどう活かすか。 

③ 若年層サポーターの養成。 

  

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

２ 牛 房 良 嗣 ３０分 

待ったなしの

課題２点。 

１．中学生１，３

００人のため、

学力テスト長

期低迷の壁を

打ち破れ。 

 立志式の生徒

の夢を叶えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．小学生３，２

００人のため、

英語教育大改

革に取り残さ

れるな。 

変化を好機に。 

 

 

 

(１) 中学３年生の学力テ

スト状況と近隣市状

況。 

 

 

 

 

 

(２) 平成２７年度より実

施の総合教育会議での協

議について。 

 

(３) 平成３０年度の町長

の指示と対策。 

 

(４) 対策について。 

 

 

 

 

(１) 移行期間１８年、１９

年の英語学習時間を２０

年以降の学習時間を同等

かそれ以上の時間を投

入。 

 

(２)小中学生のハードルは

高い。 

 

 

 

 

 

(３)英語を楽しく学ばせる

ための対策。  

 

 

 

① 志免町、中学３年生の学力テスト状況と近隣市状況との比較につ

いての所見。 

 

 

 

 

 

 

① 低迷原因分析、対策についての協議内容は。 

 

 

 

① 平成３０年度の町長の指示と対策。 

 

 

① 学力テスト、取組情報を町民へ公開。 

② 行政・学校、保護者・地域の３者支援。 

③ ３０パーセント対策、補助教員増強。 

④ 就学支援者へ塾費用の支援。 

 

① 小学生英語学習時間についての所見。 

 

 

 

 

 

① 小学６年生卒業時の目標英単語７００、簡単な挨拶、テキスト「Ｗ

ｅＣａｎ」。 

② 中学３年生卒業時の目標英単語９００から１，８００へ、授業は

オールイングリッシュ、英語で即座に自分の考えや気持ちを相手

に伝えることができる水準へ、高校入試・４技能テスト・英検３

級から準２級へ。 

 

① 移行期１８年、１９年の２年間ＡＬＴを増員。 

  教師負担の軽減と自身の授業力の向上を。 

② 小学１、２年生の英語活動の取組みへ。 

  希望する保育園、幼稚園へＡＬＴを巡回派遣する。 

  英語学習は幼児の脳力を開発し、一般教科学力向上に貢献する。 

③ 移行期間１８、１９年の２年間の夏休み１０日間は全町内会で英

語学習を。 

④ 特別支援学級の生徒へ英語のリズム学習を。 

⑤ ４小学校、２中学校の校歌を英語に。 

 

 

町 長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長 

 

 

町 長 

 

 

町 長 

教 育 長 

 

 

 

町 長 

教 育 長 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長 
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３ 助村千代子 ３０分 

１．命と健康を守

る。 

 

 

 

 

 

２．子ども子育

て。 

(１）受動喫煙対策。 

 

 

 

(２）学校での心肺蘇生教育

の普及推進。 

 

(１）保育園等の施設整備。 

 

 

 

 

(２）病児保育事業。 

① 受動喫煙対策に係る支援。 

② 周知啓発。 

 

 

① 心肺蘇生教育の現状。 

② ＡＥＤの設置状況、教職員へのＡＥＤの講習の実施状況。 

 

① 保育園等における睡眠中等で発生しやすい事故防止推進事業の推

進。 

② 保育園等の登園管理等の業務のＩＣＴ化の推進。 

③ ＡＥＤの設置状況と推進。 

 

① 保育園内で行う体調不良児対応型の推進。 

 

町 長 

 

 

 

教 育 長 

 

 

町  長 

 

 

 

 

町  長 

 

４ 寺 田 秀 和 ２０分 

１．志免町消防

団。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．高齢者福祉に

ついて。 

 

(１）消防団員の減少をどう

するのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１）高齢者の免許返納につ

いて。 

 

① 今年の退団者に対して新入団員は何人くらい加入されるのか。 

② 団員勧誘に対して行ってあるが効果はあったのか。 

  また新しい勧誘方法の考えがあるのか。 

③ 行政と団員がいっしょに、加入の勧誘など行うことは考えていな

いか。 

④ 体験入団のような制度や役割に応じた活動別組織を、もう少し考

えていないか。 

⑤ 今後の社会情勢を考えると団員の勧誘も考え直していくべきで

は。（女性参加） 

 

① 志免町としてはどのように進められているのか。 

② 返納されたら支援をされているのか。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

５ 野 上 順 子 ３０分 

１．町内会。 

 

 

 

 

 

 

２．敬老会の現状

と課題。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．障害児対応。 

 

(１）町内会の現状と課題に

ついて。 

 

 

 

 

 

(１）敬老金、１，０００円

について。 

 

(２）敬老祝い金の受け取り

について。 

 

 

(３）これからの敬老会のあ

り方について。 

 

 

(１）支援学校について。 

 

① 平成６年に行政区の分割が行なわれた、現在１，０００世帯を超

える町内会もでてきたが、どう対応を考えるか。 

② 公民館役員や公民館運営など、問題を抱えている町内会はないの

か、職員の担当制を。 

③ 町内会加入の働きかけ方はどうなっているのか。 

  加入及び参加を促進する条例をつくっている所もあるが。 

 

① １人に対しての補助金なのか。 

 

 

① 数年前までは組長が代理で受けとられていた、なぜ本人又は家族

となったのか。 

② １人暮らしや入院中の人への対応は。 

 

① ７０才からの現行の敬老会を引き上げる事も考えていかないと

いけない時代。 

② 町が町内会長や対象者に声を聞くのも必要では。 

 

① 粕屋町にある九大跡地へ誘致して欲しいとの声もある。 

  町長会などでの話の中にでているのか。 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町  長 

 

 

町  長 

 

 

 

町  長 

 

 

 

町  長 

 

６ 丸山真智子 ３０分 

１．マイナンバー

（社会保障・税

番号制度）につ

いて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１）これからの福祉国家と

して国民に対してきめ

細かいサービスを提供

していくためには、マ

イナンバーのような番

号が不可欠といわれ

る。 

積極的な広報・啓発とカ

ードの利活用を。 

 

 

 

 

① 共通番号制度のメリットはなにか。 

② マイナンバー制度は、住基ネットを基盤に構築されている。 

住基ネットとの相違点は。 

③ マイナンバー制度に対する住民の不安への対策について。 

 ⅰ 国家による国民の監視・監督することにつながるのではない 

か。 

マイナポータルでの確認等。 

 ⅱ 集積・集約された個人情報が漏えいするのではないか。 

   セキュリティやプライバシーの問題。 

 ⅲ 財産その他の被害を負うのではないか。 

   公的個人認証等。 

④ マイナンバーとマイナンバーカードの違いを知らせ、誤解を招か

ないようにしなければならないのでは。 

町 長 
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２．給食費の公会

計の導入につ

いて。 

 

 

３．施設（生涯学

習館、体育施

設）の利用につ

いて。 

 

 

 

 

 

 

 

(１）「教職員の働き方改革」

で緊急提言された。 

 

 

 

(１）施設の有効活用、町民

サービスの向上の視点で

の改善について。 

 

  利便性をわかりやすく伝えていくことも大切では。 

⑤ マイナンバーカードの交付枚数、交付率は。 

⑥ 紛失・盗難の心配、対応については。 

⑦ カードの利活用について。 

  証明書のコンビニ交付普及。ＩＣチップの空き領域を利用した図

書館カードの展開は（千葉市、姫路市など）。 

 

① 給食費の徴収業務はどのようになっているのか。滞納者への対応

は。 

② 給食費の徴収業務を自治体が直接行う公会計導入について検討

されているのか。 

 

① 施設の有効活用を図る点から事例を挙げて質問。 

ⅰ 体育施設の単発使用申請は１週間前（一部は前日まで）まで。

生涯学習館は３日前まで。改善（カイゼン）の余地は。 

 ⅱ 生涯学習館の講座は（サークル含む）は町外の人は利用不可。

宇美町は可。改善（カイゼン）の余地は。 

 ⅲ 利用者の声（要望等）はどのように吸い上げているのか。 

② 老朽化が進む東地区社会体育館の方向性は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

町  長 

 

 

７ 古庄信一郎 ３０分 

１．2015 年、町

長選公約の「広

域連携・合併の

推進」につい

て。 

 

 

２．「福岡県交通

ビ ジ ョ ン

2017」と市町村

間コミュニテ

ィーバス助成

(須恵～志免間)

について、及び

志免町の福祉

バスについて。 

 

(１）町長任期残り 1年、公

約「広域連携と合併の

推進」についての考え

方と 3 年間の経過、今

後の対応について。 

 

 

(１）県事業「福岡県交通ビ

ジョン 2017」の実態と、

直通運行を想定された

「須恵～志免」間と関

連する課題について。 

 

 

 

 

① 町長の「広域連携・合併」の基本的な理念考え方は。 

② 合併のメリット・デメリットの認識は。 

③ 近隣町の 3 年間の動向は。 

④ 3 年間の具体的対応と評価は。 

⑤ 近隣町の現況と今後の動きは。 

⑥ 今後 1 年間の具体的な対応は。 

 

① 「福岡県交通ビジョン 2017」の認識について。 

② 県の「地方創生市町村圏域会議」とは。 

     ・開催実態  

・志免町の係わり方と経過 他 

③ 県事業について近隣自治体との調整協議は。 

④ 近隣自治体の実態は。(福祉バスとコミュニティーバス) 

⑤ 志免町の実情と課題について。 

⑥ 今後の志免町の対応について。(県事業及び町福祉バス) 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

８ 末 藤 省 三 ３０分 

１．社会保障につ

いて。 

 

 

 

 

２．国民健康保険

について。 

 

 

 

 

３．介護保険につ

いて。 

 

４．地方交付税に

ついて。 

 

５．人口施策につ

いて。 

 

 

(１）生活保護費の見直し減

額をどう考えるか。 

 

 

 

 

(１）保険料の引上げについ

て。 

 

 

 

 

(１）介護保険について。 

 

 

(１）地方交付税について。 

 

 

(１）人口施策について。 

① 生活保護費の減額をどう受け止めて考えているか。 

② 低所得者向けの医療、福祉、年金など減額による４７の影響をど

う受け止めて対策を考えているか。 

③ 生活保護の給地の見直しについて。 

④ 医療費７５才以上の２割負担をどう受け止めているか。 

 

① 保険料の都道府県移行に伴う保険料の引上げについて。 

② 保険料の激変緩和対策が終了すれば負担増になるが対策につい

て。 

③ 均等割の第３子から全額免除について。 

 

 

① 介護保険料の値上げでどう影響がでてくるか。 

② 要介護１、２の給付外しについて。 

 

① 地方交付税削減について。 

② 自治体目的別の積立金による交付税減額について。 

 

① 志免町の人口増をどう考えているか。 

１億総活躍、人づくり革命の施策で人口はどうなっているか。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

町  長 

 

 

 

 

 

町  長 

 

 

町  長 

 

 

町  長 

 

 


